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【要 約】PM2.5中の水溶性有機炭素（WSOC）について、フィルター採取試料の分析結果と自動分析装置によっ

て得られた結果とを併せて解析した結果、PM2.5 に占める WSOC の割合は年間を通しておよそ 1 割程度であり、

夏の高濃度時には日中に増加、冬の高濃度時には夜間に増加する特徴が見られた。 

【目 的】 

の主要成分の一つである有機炭素（ ）は、燃焼等により大気中へ直接排出されるもの（一次有機エアロゾ

ル ）のほか、ガス状有機物質が光化学反応等によって粒子化されるもの（二次有機エアロゾル ）があ

る。 については水溶性に富むことから水溶性有機炭素（ ）を の指標として用いることが多い。ここ

では、 年 月～ 年 月にかけて得られたたフィルター採取による の日平均値と自動測定装置に

よって得られた の 時間値の通年観測結果を報告する。

【方 法】

 試料採取

の採取は、当研究所（東京都江東区）の屋上で 年 月以降継続的に実施している。使用するろ紙

は、あらかじめ 450 ℃で 時間加熱処理した石英ろ紙（ ）で、ローボリュームエア

サンプラー（ ）にセットし、朝 時から翌朝 時まで 時間採取した。

 分析の前処理

採取済みのろ紙を 分割し、対角の 枚に超純水 を加えて超音波抽出した後、孔径 0.45 μm のディ

スクフィルターでろ過する。抽出液の を分取し、超純水 を加え、合計 とし、 計（ガス

透過膜式導電率測定法 ）を用いて分析した。

 自動測定装置による 測定

自動測定装置（紀本電子工業 ）による 測定については、 時間ごとに捕集された 試料

を硫酸アンモニウム水溶液（ μ ） で抽出し、紫外吸光度から濃度を求めた。

【結果の概要】

 で得られた の測定値とフィルター採取試料の分析結果を測定月ごとに比較した結果、両者の

相関は ～ と良好な値を示した（図 ）。しかし、傾きは ～ と月によって大きく異なって

いた。その理由の一つとして、 の成分組成が季節によって変化することが考えられる。

 の質量濃度については、年平均値 14.4 μg/m と長期基準を下回るレベルであった。 については

質量濃度の変動とほぼ一致しており、質量濃度の 割程度を占めていた。

 夏の高濃度発生時においては、前半（ ～ 頃）は質量濃度と同様に 濃度も上昇していた（図 ）。

また、日中増加し、夜間に減少する日内変動がみられ、光化学反応による の二次生成が示唆された。

一方、後半（ ～ 頃）は の濃度はそれほど増加しておらず、 －の増加が顕著に見られた。このよ

うに事例によって の濃度上昇要因が異なることが、成分の時別測定から明らかになった。

 冬については、 質量濃度は夜間において顕著な増加をしており、その主要成分は －であった（図 ）。

も同様の濃度変化を示しており、 濃度上昇要因が夏とは異なることが明らかとなった。
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図 1 フィルター採取法（FRM）と自動測定装置（ACSA08）による WSOC 測定値の比較。FRM については、

10：00～翌 9:00 の 23 時間採取。ACSA08 については、1 時間ごとの測定値を FRM に合わせて平均し、比較し

た。両者には概ね良い相関が見られたが、傾きが季節によって異なっていた。 

 

 

 
図 2 2016 年夏の高濃度における PM2.5 質量濃度の推移と WSOC、硫酸イオン（SO42―）、硝酸イオン（NO3

―）、

ブラックカーボン（OBC）濃度の推移。7/24～27 にかけては WSOC 濃度が相対的に高かった。また、日中に増

加する日変化を示しており、光化学反応による WSOC の二次生成が活発であったと考えられる。一方、8/1～3

にかけては SO42－の増加が顕著に見られ、7/24～27 とは PM2.5濃度上昇要因が異なっていた。 

 

 

 
図 3 2016 年冬の高濃度における PM2.5 質量濃度の推移と WSOC、硫酸イオン（SO42―）、硝酸イオン（NO3

―）、

ブラックカーボン（OBC）濃度の推移。PM2.5 質量濃度は夜間において顕著に増加しており、主要成分は NO3
－

であった。WSOCも同様に夜間の増加が見られたことから、PM2.5濃度上昇の要因が夏とは異なると考えられる。 
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